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図4 学びの足跡の掲示 （五月のイメー ジカー ド）
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図5 学びの足跡の掲示 c+二月のイメージカード）
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図8 6B子どもLaLa Lu隊
(3)「並行読書」について
本実践では，子どもたちは，教科書教材の「やまな
し」「イーハトーヴの夢』の他に，「注文の多い料理店」
「グスコープドリの伝記」「イーハトーブロマン」「宮
沢賢治伝記」を副教材として学習した。さらに，「読み
語り」や「ブックトーク」等を通して，たくさんの宮
沢賢治作品や宮沢賢冶の伝記に出合うことができた。
「並行読書」する場合は，副教材をどこに持ってく
るのかが一つの焦点になる。まず主教材（やまなし）
を学習し、副教材（注文の多い料理店など）を順次学
習する方法もあるだろうし，最初に「副教材」を学習
して，その後主教材を学習する方法もある。それぞ
れに効果はあるだろうが，大切なことは，「副教材」で
学んだことが、「主教材」の学習の中に出され、より効
果的な学習ができることである。子どもたちは，一つ
の教材を学習していると、その教材に集中してしまう。
本実践では，「子どもたちにとって，今学習している教
材が『主教材』になる」という考えで学習を進めてい
った。それ故に，「並行読書」を効果的に進めるために
は，深い教材理解の上に立った，教師の投げかけが大
切になってくると思われる。すてきな作品との出合い
が，子どもたちの「次への読書」につながっていくも
のと考える。
第四期の「やまなし」の学習で， 10月20日に書い
た「初発の感想」と 11月4日に書いた「宮沢賢治が『や
-25-
まなし』で伝えたかったこと」を掲載したい。子ども
たちの学びの成果が現れている ② 「かかわり合い」を大切にできる子
教室が，子どもたち同士の学び合いの場になってい
るか。子ども同士のつながりがある授業であったか。
本来「学び」とは，子どもたちが他者との議論や対話
の中で育まれていくべきものである。その「学び」が、
「個人化」 「競争化」している昨近，子どもたちにと
って， 「学び」の中に， 「かかわり合い」があること
は大変重要なことであると考える。子どもたち一人一
人が，友だちと，先生と，そして教材と「かかわり合
い」ながら，学びを進めていける子を育てていきたい。
③ 「学びの振り返り」ができる子
「振り返り」こそが「学び」であると考える。 「思
考」とは， 「熟成」によって生まれるものであり，簡
単に自分の考えは生まれない。子どもたちが自分の学
んだことを振り返ることのできる「学びの足跡Jを残
していく ことが大切であると考える。教師にとっても，
「学びの振り返り」は大切である。学習課題が子ども
たちにとって「心弾むもの」になっていたのか。 「追
求の質」を高める「問い」であったか。子どもの発言
に対して，教師が出過ぎていないか。以上のようなこ
とを検証していく必要がある。子どもたち一人一人が
どんな言葉を残しているのかを評価し，そこから子ど
。？ もたち一人一人に合った指導のあり方を考えていきた
、~~ v'。
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6 終わりに ～国語科でめざす子ども像～
自然人間社会との関係において， 「正しいもの
の見方」や「豊かな思考力」を学ばせながら，国語科
学習を通して人格形成をしていきたい。
① 「主体的に読む力」を高めていける子
「主体的に読む」とは，言われなくても， 「大事だ
な」と思う言葉や文章に注目し，そこに立ち止まって
「問い」をもつことである。受け身の学びではなく，
子どもたち自身が， 「学ぶことの意義」を理解し，学
びを進めていける子を育てていきたい。主体的に学び
に取り組むことにより，学習意欲が継続し，著者の思
いに触れることができる。そのことにより，自分の言
葉が洗練され，創造力が高まり，コミュニケーション
力が高まっていくものと考える。
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図9 主体的に取り組むことのできる子に
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